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出席した学生24名および同演習に SP として参加した助産師 9 名（2016年度は 4 回生 8 名、助産師
3 名・2017年度は 4 回生 8 名、助産師 2 名・2018年度は 4 回生 8 名、助産師 4 名）とした。
3 ．調査方法













































　（ 2 ） 観察やケアに必要な物品を適切に準備し、留意事項を守って手順に沿って実施すること
ができる。







































































































































































































































































































































































































































表 4 　SP としての感想
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